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 平 成 １ ３ 年 中 の 愛 知 県 内 の 交 通 事 故 死 者 数 は 、４ ０ ３ 人 と 前 年 を ４ ０ 人 下 回 っ

た も の の 、負 傷 者 数 は ７ 万 人 を 超 え る な ど １ １ 年 連 続 し て 増 加 し て い る 情 勢 下 に

あ る 。こ う し た 情 勢 は 全 国 的 に も 同 じ よ う な 傾 向 で 、飲 酒 運 転 を は じ め と し た 悪

質 違 反 に よ る 事 故 も 後 を 絶 た な い 現 況 で あ る 。  
 一 方 、規 制 緩 和 の 推 進 、高 齢 化 社 会・障 害 者 の 社 会 参 加 の 進 展 に 応 じ た バ リ ア

フ リ ー 化 社 会 へ の 対 応 、高 度 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 の 形 成 へ の 社 会 的 要 請 が

高 ま っ て い る 。  
こ の よ う な 情 勢 を 受 け て 第 １ ５ １ 回 国 会 に お い て 、運 転 免 許 証 の 有 効 期 間 の 延

長 、第 二 種 運 転 免 許 に 関 す る 規 定 の 整 備 、障 害 者 に 係 る 運 転 免 許 の 欠 格 事 由 の 見

直 し 、悪 質・危 険 な 運 転 者 等 に 対 す る 罰 則 の 強 化 、身 体 障 害 の あ る 歩 行 者 等 の 保

護 に 関 す る 規 定 の 整 備 、交 通 情 報 の 提 供 に 関 す る 規 定 の 整 備 等 を 主 な 内 容 と す る

道 路 交 通 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 が 成 立 し 、本 年 ６ 月 １ 日 か ら 施 行 さ れ た 。そ の

中 か ら 、 飲 酒 運 転 の 罰 則 強 化 を 重 点 に そ の 趣 旨 と 内 容 に つ い て 説 明 を す る 。  
昨 年 、 本 県 で の 飲 酒 運 転 に よ る 交 通 死 亡 事 故 は 、 ６ ７ 件 と 死 亡 事 故

の ６ 件 に １ 件 は 飲 酒 運 転 に よ る 事 故 と な っ て い る 。 中 で も 飲 酒 程 度 の

高 い 酒 酔 い 運 転 に よ る 死 亡 事 故 は 、 ２ ２ 件 で ３ 年 連 続 全 国 １ 位 と 不 名

誉 な 結 果 で あ る 。  
 
飲 酒 運 転 の 罰 則 強 化 に 関 す る 改 正 内 容  
・ 罰 則 の 強 化  
 違 反 行 為     改 正 前     改 正 後  
酒 酔 い 運 転  ２ 年 以 下 の 懲 役 叉 は １ ０

万 円 以 下 の 罰 金  
３ 年 以 下 の 懲 役 叉 は ５ ０

万 円 以 下 の 罰 金  
酒 気 帯 び 運 転  ３ 月 以 下 の 懲 役 叉 は ５ 万

円 以 下 の 罰 金  
１ 年 以 下 の 懲 役 叉 は ３ ０

万 円 以 下 の 罰 金  
・ 罰 則 の 対 象 と な る 酒 気 帯 び 運 転 の ア ル コ ー ル 体 内 保 有 濃 度 の 引

き 下 げ （ 道 路 交 通 法 施 行 令 ）  
     改 正 前       改 正 後  
呼 気 １ リ ッ ト ル に つ き ０ . ２ ５ ミ

リ グ ラ ム （ 血 液 １ リ ッ ト ル に つ き

０ . ５ ミ リ グ ラ ム ）  

呼 気 １ リ ッ ト ル に つ き ０ . １ ５ ミ

リ グ ラ ム （ 血 液 １ リ ッ ト ル に つ き

０ . ３ ミ リ グ ラ ム ）  
・ 行 政 処 分 点 数 の 引 き 上 げ （ 道 路 交 通 法 施 行 令 ）  
違 反 行 為   改 正 前   改 正 後  
酒 酔 い 運 転   １ ５ 点   ２ ５ 点  
酒 気 帯 び 運 転 （ 0 . 2 5 ㎎ / ℓ 以 上 ）    ６ 点   １ ３ 点  
酒 気 帯 び 運 転（ 0 . 1 5 ㎎ / ℓ 以 上 0 . 2 5
㎎ / ℓ 未 満 ）  

 点 数 な し    ６ 点  

  
 飲 酒 運 転 の 危 険 性 に つ い て は 、 ほ と ん ど の ド ラ イ バ ー は 認 識 し て い

る と 思 わ れ る が 、 交 通 事 故 総 合 分 析 セ ン タ ー に よ る と 、 少 し の 酒 気 帯

び で も 、 飲 酒 な し の 場 合 と 比 べ て 死 亡 事 故 率 が １ ， ６ 倍 強 、 死 亡 ・ 重

傷 事 故 率 も １ ， ３ 倍 強 に 上 が る と 分 析 し て い る 。  
酒 気 を 帯 び て 運 転 し 事 故 を 起 こ す 者 は 、 そ の 危 険 性 を 自 分 自 身 が 十

分 自 覚 し て い な い と こ ろ に あ る 。 一 見 正 常 そ う に 感 じ ら れ る 裏 側 で 、



視 力 の 低 下 や 気 付 か ぬ 程 度 の 心 身 機 能 の 乱 れ が 思 わ ぬ ミ ス を 招 き か ね

な い も の で あ る 。  
そ う し た 実 態 を 踏 ま え 、 飲 酒 運 転 の 本 当 の 危 険 性 に 対 す る 理 解 を 促

す こ と こ そ が 飲 酒 事 故 防 止 の 根 本 で あ る と 考 え る 。  
警 察 と し て は 、 飲 酒 運 転 の 取 り 締 ま り の 強 化 を は じ め 、 あ ら ゆ る 機

会 を 捉 え た 広 報 ・ 啓 発 活 動 を 活 発 に 推 進 し 、 飲 酒 運 転 の 防 止 を 図 っ て

い く 。  


